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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅶ

生殖腺熟度，中腸腺重量等とＰＡＳ陽性物質量との

相関'性の検討

中村 薫＊

StudiesontheNeurosecretionofthePrawn,〃"α‘"$〃0"伽Ｂ・－ＶIＩ

CorrelationsbetweentheGonadalMaturation,theMidgutGland
andaQuantityofthePAS-PositiveGranulesinthePAS-Cells

KaworuNAKAMuRA＊

Abstract

Examinationswerecarriedoutwiththeeyestalksablationandunder2difIbrent企edconditions

toclarifyaphysiologicalrelationshipofthePAS-cells,treatedpreviously,withthegonadorthe

midgutglandoftheprawn,ＰＥ"αe"””伽Ｂ,、The4indexessuchas,theGSI(gonadosomatic

index),theMSI(midgutgland-somaticindex),theMR(dry-wetratioofthemidgutgland)and

thequantityofthePAS-positivesubstanceinthePAS-cellswerecalculatedoneachspecimen
respectively,andwerecomparedeachotheraftertheexperiments･

Underthenormalfbedcondition，thedistinctincreaseoftheGSIwascausedbytheeye-
stalksablationwith20dayskeeping、Itshighestvaluewas7､3％,andthevaluesofthenon‐

operatedwereO､2％・TheincreaseoftheGSIwasobserved,too,intheoperatedonesunder

the企ｗ企ed・ItsuggeststhattheeyestalksinHictaverypowerfmsuppressiontothegonadal
maturation・

Underthefbwfbed,tｈｅＭＳＩａｎdtheMRshowed,bothintheoperatedandthenon-operated，

thedecreasingtendenciesaccordiｎｇｔｏｄａｙｓ・TheirnormalvalueswereMSI＝3-4％ａｎｄ

ＭＲ＝0.2-0.3．Itsuggeststhatthenut㎡tionalsubstancesinthemidgutglandwouldbecon-
sumedratherthantheotherbodyconstituents・

Ontheotherhand,ｔｈｅｓubstanceinthePAS-cellsshowednoquantitativevariationaccording
totheaboveoperations・Ｉｔｓｅｅｍｓ，therefbre，thatthePAS-cellshavenodirectrelationship
withtheweightofthegonadorofthemidgutgland．

先の実験1),2)でクルマエビの食道上神経節腹面後部に所在するＰＡＳ細胞は，個体の大き

さによってその分泌量に差異があり，大きい個体程，個体間の差異の著しいことが明らかと

なった．今回は各個体体内の生理状態に重要な関係をもつと考えられる生殖腺と中腸腺とに

関して，その熟度或いは栄養分の蓄積度等を指標に用いて，当該細胞との関連性を検討した．

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室(Lab・ofPropagationPhysiology,Fac・ｏｆFisheries,Ｔｈｅ
Univ・ofKagoshima,Kagoshima,Japan）
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実験方法

材料にはクルマエビ，Ｒｊ”0"伽ｓＢ・を用い，1974年12月より1975年３月の間に，下記

の要領に従い実験を行なった．

1）生殖腺との関係：体重２－３９と19-229の早個体を用いて各々 生殖腺指数gonadoso‐

maticindeX(GSI）（生殖腺重×100/体重）を求めた．

2）中腸腺との関係：体重２－６９の個体を用い,２回に分けて調べた．中腸腺指数midgut

gland-somaticindex(MSI）（中腸腺重×100/体重）と中腸腺乾湿重量比midgutgland

ratio(ＭＲ）（中腸腺乾重/中腸腺湿重）を各々 について求めた．

なお給餌条件と両眼柄切除手術を次の様に設定してＧＳＩ，ＭＳＩおよびＭＲを計測し

ＰＡＳ陽性物質量の変動との関係を調べた．手術は隔日切断の方法を採った．

3）眼柄切除・給餌10日区

4）眼柄切除・給餌20日区

5）眼柄切除・寡少給餌10日区

6）眼柄切除・寡少給餌20日区

7）非手術・寡少給餌10日区

8）非手術・給餌20日区（対照区）

以上に関する飼育装置およびＰＡＳ陽性物質の計量操作は先報3）と同様の方法に依った．

又，飼育水温は22.0-23.5.Ｃとし，給餌にはクルマエビ用配合飼料を用いた．

結果

早20個体に関して得られた体重，生殖腺指数（ＧＳＩ）およびｐＡｓ陽性物質量の値を

Tablelに示した．ＧＳＩは体重によって異なり，２－３９の個体で0.1-0.2％を示し，１９－２２

９の個体で0.5-1.1％を示す．つまり個体の大きい程，高いＧＳＩ値が認められる．ＰＡＳ

陽性物質量は個体の大きい程，高い値を示すが，それと同時に個体間の変動が著しくなる．

又，ＧＳＩと当該物質量との間には明瞭な相関は認められない．

２回の調査により得られた早合各20個体に関する中腸腺指数（ＭＳＩ)，中腸腺比（ＭＲ）

およびＰＡＳ陽性物質量の値をＴａｂｌｅ２に示した．ＭＳＩは早合とも個体の大きさに関わら

ず1.6-4.0％を示す．ＭＲは同様に0.2-0.3の値を示し,これは中腸腺の水分含量が約70-80％
であることを意味する．又，ＰＡＳ陽性物質量と体重との間には明瞭な相関は認められない．

両眼柄切除手術等の実験結果をＴａｂｌｅ３に示した．

ＭＳＩ：手術後，給餌条件におかれた10日間，２０日間の個体では各々 2.7-3.8％，2.5-3.8

％を示し，一方，手術後，寡少給餌条件の10日間，２０日間の個体では各々 1.7-2.9％，1.4-

2.4％を示す．給餌条件の相違にもとづく以上の値の変化は,個体が貧栄養状態におかれると，

経過日数とともに中腸腺重量は体重より著しく減少することを意味する．又，非手術・給餌

条件（20日間）と非手術・寡少給餌条件（10日間）におかれた個体の値は各々 2.9-4.3％と
1.6-2.4％を示し給餌欠乏によるＭＳＩの減少効果は明瞭である．一方，手術によるＭＳＩ
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Table１．Relationshipsbetweenthebodywcight，thegonadosomaticindex
andaquantltyofthePAS-positivegranulesｉｎｔｈｅＰＡＳ電cells．
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Ｆｅｍａｌｅ

ＧＳＩ PAS富positives＊

０．１ ０．０

０．１ ０．０

０．１ 0.0

0.2 ０．０

０．１ ０．１

０．１ ０．０

0.1 ０．０

０．１ ０．０

0.2 ０．１

0.2 ０．０

０.６ 0.5.･

0.6 ０．１

0.7 0.2

0.7 ０．０

0.5 1.1

0.8 ０．０

0.7 O唾０

0.6 0.4

1.1 0.8

0.9 0.0

＊：Avalueoftheweightconvertedfromthemagnifiedvolumeofthehis‐

tologicalspeclmenbytranscriptiｏｎ(unit:ｇ）

Table２．Relationshipsbetweenthebodyweight，themjdgutgland富somaticindex，the

midgutglandratioandaquantityofthePAS-positivegranulesinthePAS-cells．

Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ

1B･dyw‘ＭＳ酸…蝋肇…‘odyw‘ＭＳ鯵…,蹴震…
1１２．７０１．６０．１７０．０２．１２２．３０．２２０．０

２１３．６７２．１０．２１ 0.3

３１４．２１２．１０．２５ ０．０

４１４．４０１．６０．２１ 0.5

0.0

:｜堀｜：脳 0.6

７１５．４０２．３０．２６ ０．０

８１５．５８２．３０．２６ 0.7

９１５．６４２．００．２３ 0.7

1０１５．６６ ２．３０．２３ 0.1

1１１３．１８ ３．８０．２８ 0.4.

1２１３．８６ ３‘５０．２８ 0.1

1３１３．４１ ３．２０．２８ 0.5

1４１３．７６３．５０．３０ 0.2
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2０１６．００３．２０．２９ 0.0

＊:Awcightratio,midgutgland×100/body
＊*:AweightratioofthemidgutgIand》dried/wct

*＊＊：ＴｈｅｓａｍｅａｓｉｎＴａｂｌｅｌ
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への影禅にljUして，手術。給餌条件（2011|H1）と非手術。給餌条件（201ilHl）の佃休を比較

すると，前者で25-3.8％，後者では2.9-4.3％を示し，又，手術・寡少給餌条件（1011間）

と非手術。寡少給餌条件（10日間）の佃体では，前荷では1.7-2.9％，後者では1.6-2.4％を

示し，｜司一給餌条件においては手術による著しい影禅が認められない．

ＭＲ：手術後，給餌条件におかれた10111冊と201Ｉ間の個体では両者とも0.2-0.3を小し，

一方，手術後，募少給餌条件の101｣間と20111冊の佃休では両者とも０．２を示す．又，非手術

・給餌条件（2011|ﾊ1）と非手術。寡少給餌条件（1011間）の個体では両者とも0.2-0.3を示

す．以上の結果より，ＭＲは寡少給餌条件において'''1！[の減少を示し，それは眼柄手術によっ

て助長されることがわかる．

ＧＳＩ：下術後，給餌条件におかれたl01IlHl，2011川の個体では各々 0.4-0.7％，0.4-7.3

％を示し，一方，手術後，寡少給餌条件の10111Ⅲ，2011間の個体では各々 0.2-0.5％，０．４－

１．４％を水す．又，非手術。給餌条件（2011間）と非手術。寡少給餌条件（101IlHl）の個体

では両者とも0.1-0.2％を示す．以上の結果より，眼柄切除手術は生例IIi腺の発進を祥し〈促

進し，この促進効果は貧栄養状態においても残ることがわかる．

ＰＡＳ陽性物質牝：眼柄の切除手術および寡少給餌条件による影禅は認められず，又，Ｍ

ＳＩ，ＭＲおよびＧＳＩとの各相関性はいずれにも存在したい．

考 察

本実験に川いたクノレマエビの，生殖腺指数（ＧＳＩ）は体重に関わらず１％以下を示し，

組織標本の上から卵巣について観察した結果，雌も発進のすすんだ卵細胞でもIIIiI辺仁期のも

のが多く，これより全ての個体は未熟段階にあると考えられた一方，両眼柄を切除手術す

ると，先報4）と同様，生殖腺には著しい発達促進が惹起し，中でもＧＳＩが7.3％を示した

体重6.409（早）の個体についてはFig.１に示される様に細胞質周辺部にジェリー状物

Fig.１．Eliiectol､theeyestalksablationwith20dayskeeping･LefL：ｔｈｅｏｐｅｒａｔｅｄ，Right：ｔｈｅcontrol

（non-operated)．Theovaryoftheoperatedsllowsalmostmaturedstage，GSI＝7.3,andthejclly‐

Iikesubstancesareobservedinthecytoplasmortheeachoocyte、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｌ・ｈａｎｄ，ｔｈｅｃｏｍｒｏｌ
ｓｈｏｗｓｔｈｅｉｍｍａｔｕｒｅｏｖａｒｙ，GSI＝０．２．
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質5）（楳状体6)）が出現し卵細胞は完熟段階に近いことが伺われる．一般にクルマエビの完

熟卵巣のＧＳＩは10％程であり5)7)，その体重は109をこえるが，眼柄切除により生殖腺成

熟を生じた上記の個体は109に未たない体重であることから，手術による生殖腺刺戟効果は

著しいことが理解できる。そしてその作用は良好とは云えない栄養状態下でも，なお効果を

示すことが手術個体の寡少給餌条件の結果よりわかる．ところでＰＡＳ陽‘性物質量と手術個

体のＧＳＩとの間には相関性が認められない．これは当該物質と生殖腺の成熟とに生理的関

連がないことを意味していると云える．

中腸腺は給餌条件の相違により中腸腺指数（ＭＳＩ）と中腸腺比（水分含量を意味する）

(ＭＲ）の上に変化を示し，寡少給餌状態で両値の低下が認められる．つまり貧栄養状態に

おいては体重の減少よりも中腸腺の重量減少が大きいこと，および中腸腺の水分含量の増加

が察知される．又，眼柄の切除手術個体でも同様に，経過日数に応じてＭＳＩはＭＲととも

に低下を示し，中腸腺の蓄積栄養分は著しく消費されることが伺われる．一方，ＰＡＳ陽性

物質量とＭＳＩ或いはＭＲとの間には明瞭な相関‘性が認められない．先の実験4)で当該物質

は無給餌条件において，その出現量，出現頻度に増加的傾向が認められたが，今回の実験で

は明瞭な結果を得られなかった．しかし先の結果と同様に，高い値を示す個体は寡少給餌条

件（但し，手術を施した）において現われることから，結果の相違は給餌量の差異に依るも

のとも考えられるが給餌条件とＰＡＳ陽性物質との生理的関連に関してはなお今後の検討を

必要とする．

要 約

１．クルマエビの食道上神経節腹面後部に所在するＰＡＳ細胞に関して，生殖腺の成熟度

および中腸腺との生理的関連の有無を，両眼柄切除手術と寡少給餌条件の組合せを設定して

調べた．指標として生殖腺指数（ＧＳＩ)，中腸腺指数（ＭＳＩ）および中腸腺乾湿重量比

（ＭＲ）を用い，組織標本より複写計量3）して求めたＰＡＳ陽‘性物質量との相関性を検討し

た．

２．生殖腺は眼柄切除によりその発達を著しく促進され，個体は小さくとも（体重６．４９）

対照個体のＧＳＩが0.2％であるのに対して7.3％に達し成熟することが確認された．

３．中腸腺は給餌条件の相違により影響を受け，正常給餌条件のＭＳＩとＭＲは各々３－

４％と0.2-0.3の値を示すが，寡少給餌条件では各値に低下が生じる．これより貧栄養状態

において中腸腺の重量減少は体重の減少よりも大きいこと，および中腸腺の蓄積栄養分は水

分に置替ることが伺われる．

４．ＰＡＳ陽'性物質量と，ＧＳＩ，ＭＳＩおよびＭＲとの間にはいづれも相関‘性が認めら

れない．よってＰＡＳ細胞は生殖腺の熟度或いは中腸腺の栄養蓄積度と直接的な生理的関連

を有さないものと考えられる．
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